
 ②実験材料と方法

実験Ⅰ

 実験Ⅱ

 ①研究背景

　生分解性プラスチックはデメリットとして、分解される環境に
よって分解速度が遅くなることが懸念されている。そこで、生分
解性プラスチックが速く分解される条件があるのではないかと
仮説した。また、本研究ではPVAを用いて研究を行い、生分解
性プラスチックが環境に与える影響について考察した。

 ③結果

 実験Ⅰ

 ・資料1から、水を用いなかったシャーレでは目立った変化が見られなかった。
 ・資料2から、水有りのシャーレのPVAは盛り上がったことがわかった。
 ・資料3から、水有りで肥料有りのシャーレのPVAが茶色に染まっていた。
 ・資料4から、PVAのみでも盛り上がる様子が観察された。

 実験II
 ・PVA水溶液と水の中でメダカの卵を13個体ずつ発生の様子を経過観察したところ、
　死亡個体数はPVA水溶液では12個体、水では2個体が死亡する結果となった。

 ④総合考察

 
 ⑤今後の展望

指導教官：津田学園中学校・高等学校教諭 柳田 大地

「良いことだけじゃない!」
生分解性プラスチックが自然に与える影響とは?!
～ポリビニルアルコール（PVA）の分解特性と環境毒性について～

津田学園中学校・高等学校（六年制）

タイトル
実験背景・実験方法・結果・考察・今後の展望のフォントサイズは４５

文章のフォントサイズは３６
＊ポスターは台本ではない。
＊文章だらけにならないこと。写真や図、グラフで表しましょう。
（特に実験方法・結果・考察。）
＊特に伝えたいことは箇条書きで。

「○○が増えた」、「○○が減った」
「○○が大きくなった」、「○○が小さくなった」
これらはグラフで表しましょう。

割合や比率を示す場合は円グラフ。
棒グラフは、各項目がどのくらいの差があるのかを確認する時に使
う。
折れ線グラフは、日を追うごとの推移等、時系列のデータの推移を
確認する時に使う。

■配色のコツは70：25：5？
ベースカラーとメインカラー、アクセントカラーを先に決める

【ベースカラー】
全体の70%を占める背景や余白に使用される色です。
無彩色（白や黒、グレー）やメインカラーの明度を上げた同系色を使
用して統一感を作りだします。

【メインカラー】
全体の25%を占める画面のイメージを決定づける色です。

【アクセントカラー】
全体の5%を占める画面を引き締め、目立たせる色です。
メインカラーの補色を使うと効果的です。

資料2　水無し(左)と水有り(右) 資料3　肥料無し(左)と肥料有り(右)水だけで　　こんなに違う！

8分後…

資料4　PVAに水を垂らした時の変化

資料5
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資料1
①光◯、肥料◯、水◯
②光◯、肥料◯、水✕
③光◯、肥料✕、水◯
④光◯、肥料✕、水✕
⑤光✕、肥料◯、水◯
⑥光✕、肥料◯、水✕
⑦光✕、肥料✕、水◯
⑧光✕、肥料✕、水✕

①生体 0日目
②生体 水
③生体 PVA水
④死体 PVA水

①

④③

②

シャーレに5gのPVAを敷く。
その上に条件を満たした土を
被せて経過観察を行った。
肥料有りは土に肥料を混ぜ、
水有りは毎日適量をかけ、
光無しにはバットを被せた。

濃度0.1%のPVA水溶液と
水でその日メダカが産んだ卵を
採集し、メダカの発生の
比較実験を行った。

 実験Ⅰ

● 水にぬれたPVAが盛り上がる様子が観察されたのは、PVAが水に溶解、

そして水分の蒸発を繰り返す中で形成されていくものではないかと考えられ

た。

● PVAが肥料の色に染まっていたのは、PVAが溶解しそれが固まる過程で、

溶け出た肥料の着色成分により染まったためであると考えられた。

 実験Ⅱ

● メダカでの実験ではPVAを用いた飼育水のほうが死亡率が6倍高かった。

これはPVAがメダカの孵化に悪影響を及ぼしていることを示唆している。

● PVAの分解の様子を確認することができな

かったため、経過観察の時間を増やし、水

中での分解進行についても検討していきた

い。

● メダカを用いた実験では、PVAの濃度を変え

て実験を行うことで、環境に悪影響のない

濃度について検討していきたい。

● メダカの発生観察を行い、発生異常の有無

についても確認していきたい。


